
講堂に響いたヴァイオリン  ―資料館一般公開― 

  

昨年、震災後初めて一般公開を実施し、開館を待ちかねていた沢山の方々のご来館をい

ただきました。今年の一般公開は久しぶりに小川芋銭や加倉井和夫（本校卒業生）の作品

を展示しております。また、講堂の屋根を飾っていた初代棟飾り、明治の学舎の風格を彷

彿とする旧校舎部材を展示に加えました。 

 今年はまた、資料館が講堂であったことを実感できるように、新たな試みとして、講堂

でのミニ演奏会を企画し、昨日は日立市在住の谷口和子さんによるヴァイオリンの演奏が

行われました。「愛の挨拶」から、「紅葉」までバラエティーに富んだプログラムでの 11曲

は、一丁のヴァイオリンの音色がここまでの広がりと魅力を持つものかと思われるほど、

講堂中に響きわたり、至福の時を醸し出しました。在校生たちにも講堂の魅力を体感して

欲しいと学校の昼休みに演奏時間を設定しました。たくさんの生徒たちが訪れ、ぎりぎり

まで演奏を聴き、慌ただしく授業に戻っていく生徒もいるほどで、生徒たちにとっても心

震えるような感動的な時となったようです。演奏して下さった谷口さんも、こんなに響く

ところで演奏したのは初めてでとても気持ちよく演奏できましたとおっしゃっていらっし

ゃいました。 

 16日は 12:30から本校吹奏楽部有志によるサックス三重奏とアンサンブル、17・18日は

両日とも 10:30、11:30、13:00、14:00から照沼美弦さんのチェロの演奏を予定しています。

資料館が講堂であった姿に思いを致す一時になれば幸いです。 

 



 

 


